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Invest, 2005; Cancer Res, 2006)；骨髄腫
(myeloma)細胞が Notch シグナルにより細胞
周期が停止し、薬剤抵抗性を獲得すること
(Blood, 2004)； Notch シグナルは悪性脳腫
瘍細胞の増殖には影響を与えないものの、腫
瘍幹細胞の個体への生着に必須であること


















ターを用いて活性化型 Notch または Notch シ
グナルの下流遺伝子 Hes1 を導入して白血病
発症モデルを作成する。(2) ①免疫不全マウ














髄性白血病（CML）原因遺伝子 BCR/ABL を CMP
に発現させて同系マウスに移植しても、過去
の報告どおり疾患を再現できなかったもの























































は in vitro では YO-01027 に完全に耐性であ
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